
2 広報 

　平成１９年度一般会計予算の総額は、１８０億８千８百

万円で、昨年度に比較し３億円（１．６％）の減額予算とな

っています。 

　歳出の主な事業としては、秋田わか杉国体整備事業

費及び実行委員会補助金として４億８千１３万２千円、地

方道路整備臨時交付金事業３億１千１６５万円、市道整備

事業費２億５千万円、中山間地域総合整備事業１億百２

万円、統合小学校建設事業費１０億４千７百２４万１千円、

まちづくり交付金事業１億５千６百万円、市営住宅建設事

業１億８百９万５千円等です。 

　重点プロジェクト関連事業費は総額７百８９万８千円で、

平成１８年度補正予算分を加えると１千９百１７万８千円と

なります。 

　すでに田沢地区の空き家調査等に取り組み、平成１９

年度は、角館地区、西木地区にモデル地区を設定し、調

査範囲を拡大するとともに、「仙北市空き家情報バンク（仮

称）」を開設し、定住希望者への情報提供に努めます。 

　団塊の世代や田舎暮らしに興味のある家族等を対象に、

本市の特色を活かしたさまざまな体験を通じて、魅力を認

識していただく「スローライフモニター体験事業」を関係

機関の協力のもとに行うことにしています。 

　関係機関との連携のもとに各種の啓発事業に取り組

んできましたが、平成１９年度は「男女共同参画計画」を

策定し、基本的な取り組み方針を定め、市民へのＰＲや啓

発事業の推進に努めます。 
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　交通弱者の事故防止、飲酒運転の撲滅を最重点に、
交通事故による犠牲者を出さないよう関係機関や交通
指導隊、地区交通安全協会等と緊密な連携を図り、交通
安全啓発活動の充実に努めます。 
　全国的な凶悪犯罪の発生は極めて憂慮すべき事態で
あり、通学路の安全、安心のため学校や家庭、防犯指導
隊や防犯協会等による巡回を強化し、犯罪の未然防止
に努めます。 

　昨今の異常気象の原因と考えられている地球温暖化
対策のため、市の「地球温暖化対策推進実行計画」の
策定を進めます。 
　「汚泥再生処理センター」の建設を平成１９年度、２０
年度の２年の継続事業として実施します。 
　廃棄物処理対策として、ごみの減量に努めるとともに
資源ごみの分別収集を推進します。 

　防災計画策定後、「危機管理計画」を策定し、各種災
害に対する初動体制の確立を図り、情報収集や通信伝
達体制の整備など災害応急体制に努めます。 

　本市の自殺率が全県平均を上回っていることから、県
の「心の健康づくり・自殺予防対策モデル事業」の指定
を受け、平成１９年度から３年間、この対策に取り組みます。 

　児童手当に代表される各種経済的支援策や市立保育
園で取り組んでいる延長保育なども継続して進めるほか、
角館地区に放課後児童クラブを併設した児童館を開設し、
安全で安心できる環境を整備します。 

　本市の高齢化率は、平成１９年２月末現在３１．１２％と前
年同期より０．５４％上回り、要介護認定者は、前年同期よ
り６７人多い１，８４３人となっております。 
　平成１９年度も、関係機関が連携し高齢者ができる限り
自立した生活を送れるよう介護予防などの支援事業の実
施に努めます。 

　仙北市包括支援センターは２年目を迎え、高齢者の方々
が住みなれた仙北地域で元気に暮らせるよう、地域支援
事業の充実を図るとともに、新規事業として介護認定要
支援１、２の方を対象に介護予防プラン作成を開始し、介
護保険サービス、保健・福祉サービスを組み合わせ要介
護状態になることの予防に努めます。 

　再生計画の目標期限である平成２２年度まで可能な限
り乗車促進運動に取り組んでいきます。 
　今後、関係自治体及び関係機関と対応策を協議し、市
民の意向を十分に踏まえ、秋田内陸線の存続について、
慎重に検討していきます。 

　生活バス路線の白岩線について、バス事業者より本
年９月をもって路線廃止の協議がされています。この対応
策として、現在、予約により利用者に対応するデマンド型
バスや市民バスの運行等について、課題を整理し、「仙
北市地域公共交通会議」や地元への説明会等を通じて、
住民の理解を得ながら具体的な代替交通手段について
検討します。 

　分庁舎方式の解消や新庁舎の整備については、合併
協議時からの大きな課題ですが、平成１９年度、新庁舎整
備調査費を計上し、当面は、本庁舎方式に移行した場合
の組織機構のあり方について検討するとともに、既存の
施設の活用を含めて、本庁舎の位置、施設の規模等に
ついて調査検討を進めます。 

　地方の自治体病院の勤務医師不足が顕著になってい
る中で、市立病院でも医師確保が大きな課題です。 
　市立田沢湖病院では、日常の診療をはじめ、休日や夜
間の当直医について、非常勤医師を派遣してもらい診療
体制を整備しております。 
　今後、常勤医師の派遣について各方面に強く働きかけ
るとともに、県のドクターバンク制度などを活用し本市の
病院に勤務する意向のある医師に対し、直接面談するな
ど常勤医師確保に努めます。 

　２月末現在、現年度過年度合わせて、一般税が８５．７４％、
国民健康保険税は７２.８４％の収納率で、一般税は、前年
同期と比較して１．１％の減となっています。税の公平性、
自主財源の確保の見地から、収納率の向上は緊急の課
題であることから、２月１日付けで「仙北市市税等収納対
策本部」を設置し、収納率の向上、確保を目指し、出納閉
鎖まで全庁体制のもとに努力を続けます。 

　カヌー競技会、軟式野球競技会、
馬術競技会のほか、デモンストレ
ーション競技のデュアスロン競技
が９月から１０月に開催されます。
秋田わか杉国体を、本市の魅力
を広く全国にＰＲする絶好の機会
ととらえ、市民一丸となって大会
の成功に向けて取り組みます。 
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　「テン・ミリオン計画」を推進する施策を具体化するた
めに、「観光振興計画」を策定します。策定に当たっては、
作成委員会を組織し、観光振興に対する発展的な意見を
集約し実践に移せる内容にしたいと考えています。　 
　「テン・ミリオン計画」達成のためには、観光産業と他
産業の連携強化も欠くことのできない重要課題であり、
観光産業と他産業が有機的に連携できる体系を創りあげ、
観光消費の相乗効果を生みだすことにより、市産業全体
の底上げを図っていきます。 
　県営事業で現在着工している抱返り渓谷遊歩道が、回
顧の滝まで本年９月中に完成予定です。 
　玉川温泉と新玉川温泉を結び岩盤浴地に通じる遊歩
道は、近年崖地から落石する箇所があり、県に対し早急な
整備を強く望んでいましたが、平成１９年度県営事業によ
り着工されることが決まり、現時点では２カ年計画で施工
されることになっています。 

　ハローワーク大曲・角館管内における平成１９年３月高
校卒業者の就職内定率は、平成１９年２月現在で９２．４％
となっております。 
　本年度においても、高校生を対象とした事業所視察会
の開催や求人情報の迅速な提供などにより、市内への
就職希望者に対する就労支援に努めます。 

　市内企業・事業所の育成強化と経営の安定化に向け、
商工業者の指導団体である仙北市商工会が推進する事
業の支援に努めるとともに、仙北市中小企業振興資金融
資制度等の効果的な活用を促します。また、従業員の技
術習得や資格取得など人材の育成を積極的に支援し、
昨年制定した「産業振興条例」に基づき、本市の有形無
形の資源のＰＲに努めながら企業誘致活動を実施し、活
力ある産業の育成と雇用の場の拡大に努めます。 

　市道整備については、総合計画に基づき進めておりま
すが、今後も地域からの要望を踏まえ、危険度や緊急性
等を勘案しつつ、計画的に進めます。 
　国庫補助事業の地方道路整備臨時交付金事業として
中央線道路改良工事、観光線道路舗装工事、栃の木六
本杉線道路改良工事、田沢湖橋橋梁耐震補強工事を実
施します。また、市単独起債事業として豪雪対策、過疎対策、
辺地対策及び臨時地方道整備事業で市道改良工事を
予定しております。 

　新サービス体系への移行による一般就労などに向け
た取り組みや地域生活支援事業、さらには障害者施設等
との連携を図り、障害者の自立と社会参加の実現に向け
生活支援・福祉サービスを推進します。 

　平成１９年度
より新たな需給
調整システムへ
の移行と品目横
断的経営安定
対策の導入によ
り、一定要件を
満たす担い手に
重点をおいた取
り組みを推進します。 
　平成１８年１２月２２日に県から通知された、平成１９年
産米の仙北市の需要量については、昨年より９７トン多
い１万９千７３トンとなっています。 
　市単独による「集落営農組織設立支援事業」、「売れ
る米づくり推進事業」を実施するとともに、複合経営等へ
の支援として県事業の「目指せ“元気な担い手”農業夢
プラン応援事業」への嵩上げ助成を行います。 
　「産業連携プロジェクト」推進として、関係機関との連
携を図り、新たな食品の掘り起こしと地産地消の推進に
努めます。 
　新規事業として、農林業者が他産業と連携し、アグリビ
ジネスへの新規参入、もしくは業務拡張に取り組む場合、
支援を行っていきます。 

　家畜総合防疫事業等により安全な畜産物生産に努め
るとともに、生産基盤の確立を図るため家畜導入事業や、
強い農業づくり交付金事業による飼料生産機械の導入、
さらには大覚野牧場の活用促進による低コスト生産を推
進します。 

　森林所有者等による計画的かつ一体的な森林施業の
実施に不可欠な森林の現況調査や、その他の地域にお
ける活動に対し、森林整備地域活動支援交付金を交付
いたします。 
　都市住民と市民が森林作業を共同で行う作業体験、
市内の各学校と連携し、小中学生を対象とした森林体験
学習等を実施し、森づくりへの意識の高揚を図ります。 
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　湯量確保については昨年の１２月中に、水沢温泉の協
力により水沢温泉郷に新たな引湯を開始しており、湯量
の安定確保が図られました。 
　平成１９年度は、老朽化が著しい水沢温泉郷にある３棟
の分湯槽の改築工事を予定しています。 

　角館統合小学校建設事業は、平成１８年度に引き続き
工事を行い、平成２０年４月開校に向けて推進していきます。 
　神代小学校建設事業については、平成１９年度に基本
設計、実施設計業務を行い、平成２０年度からの工事着
手に向けて推進していきます。 

　平成１９年度の新入学児童及び生徒の予定人数は、
小学校２１５人、中学校２５９人です。 
　児童の安全、安心対策として、学校、地域の皆さま、関
係機関との連携を強化し、安心して通学できる環境を整
えます。 
　いじめ、不登校などの未然防止や早期対応のため、教
育現場の連携と家庭との連絡を図り、正面から対応する
事を徹底し、問題行動の予防と早期発見、再発防止に努
めます。 

　これまで田沢湖地区、角館地区で実施していた放課後
児童健全育成事業を、新たに西木地区の西明寺小学校
で開設する予定です。 
　生涯学習推進の今後５年間の指針となる仙北市社会
教育中期計画を策定し推進します。 

　草　家住宅の維持管理を国庫補助事業で行うとともに、
松本家住宅屋根の修繕、岩橋家下屋部分の改修工事を
予定しています。 
　天然記念物「角館のシダレザクラ」保存事業は６ヵ年
継続事業で、平成１９年度が最終年度となり、２３本の生
育環境改善工事で終了し、その実績を報告書としてまと
めます。 

　岩瀬北野線整備は、事業認可期間を１年間延長し、道
路改良等事業の早期完成を目指します。 
　まちづくり交付金事業については、平成１９年度、駅東
地区において道路、公園、多目的広場の工事を中心に事
業を推進して参ります。 

　旧角館町と旧田沢湖町の都市計画マスタープランを
見直し、総合計画を実現する具体的アクションプランとし
て「仙北市都市計画マスタープラン」の策定に着手します。 

　平成１８年度に引き続き田沢湖石神、造道、中生保内
地区、角館西野川原、上菅沢、中川原地区を整備し地域
の水質保全に努めます。 
　平成１８年度末見込みの市全体の公共下水道整備率（整
備面積÷認可面積）は５１．３％であり、水洗化可能人口も
１０，７０５人となっているものの、水洗化人口は５，９３７人、
水洗化率も５５．５％であることから、水洗化資金支援制度
の活用等もＰＲしながら水洗化の促進に努めます。 

　田沢地区では、平成１８年度より一部工事に着手して
おり、平成１９年度は処理場の建設に着手する予定です。
既存の集落排水処理施設についても適正な管理を行い、
住民の良好な生活環境の向上に努めます。 

　公共下水道事業、集落排水事業等の計画区域以外で
汚水の集合処理に適さない地域においては、合併処理
浄化槽の整備を進めます。 
　平成１９年度からは、循環型社会形成推進交付金を汚
水処理施設整備交付金に一本化し、「浄化槽市町村整
備推進事業」を進めます。 

　角館地区では、石綿セメント管更新工事を２路線と配
水管新設工事を４路線、それに浄水場の急速ろ過機設備
更新事業及び白岩簡易水道浄水場天日乾燥池等築造
事業、田沢湖地区では、石綿セメント管更新工事として導
水管敷設替と田沢及び潟簡易水道浄水場の集中監視
システム装置化事業、西木地区では、北部地区簡易水道
基幹改良事業で石綿セメント管更新工事と下桧木内地
区統合簡易水道整備事業で配水管改良工事及び北部
地区統合簡易水道整備事業で比内沢浄水場の集中監
視設備化事業を予定しています。 

角館小学校完成予想図


